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は
、
㈱
サ
リ
バ
テ
ッ
ク
の
活
動
へ
と
発
展

　

し
て
い
ま
す

▽
環
境
分
野
…
鋼
鉄
よ
り
も
強
く
軽
く
、
石

　

油
に
依
存
し
な
い
ス
ー
パ
ー
エ
コ
繊
維
と

　

言
わ
れ
る
ク
モ
糸
の
人
工
合
成
や
、
軽
油

　

の
成
分
を
細
胞
内
に
蓄
積
す
る
オ
イ
ル
産

　

生
藻
を
使
い
石
油
に
替
わ
る
燃
料
を
効
率

　

的
に
産
出
す
る
研
究
等
を
進
め
て
き
ま
し

　

た
。
ク
モ
糸
の
研
究
は
Ｓ
ｐ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
㈱

　

の
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す

▽
食
品
分
野
…
「
つ
や
姫
」
の
お
い
し
さ
の

　

特
長
を
科
学
的
に
立

　

証
す
る
た
め
の
成
分

　

分
析
や
、「
だ
だ
ち

　

ゃ
豆
」
等
の
農
産
物

　

を
よ
り
お
い
し
く
、

　

ま
た
、
そ
の
お
い
し

　

さ
を
よ
り
長
く
保
つ

　

た
め
の
成
分
分
析
に

慶應義塾大学先端生命科学研究所（先端研）
開設
メタボローム解析技術「CE/MS法」によ
る測定に世界で初めて成功、特許取得
国の構造改革特区に認定
ヒューマン ･ メタボローム・テクノロジー
ズ㈱ 設立
国の地域再生計画に認定
第１回メタボローム国際会議を鶴岡市で開
催
鶴岡市貸事業場（現鶴岡市先端研究産業支
援センター〈TMec〉）供用開始
急性肝炎のバイオマーカー発見
TMec供用開始
第１回メタボロームシンポジウムを鶴岡市
で開催
細胞の頑強性を世界で初めて定量実証。科
学誌『サイエンス』に掲載
Spiber㈱ 設立
アルツハイマー病診断法開発の共同研究開
始
オイル産生藻プロジェクト開始
都市エリア産学官連携促進事業に採択
高校生研究助手制度開始

「光る大学発ベンチャー20選」に先端研発
ベンチャー企業２社が選出
科学技術振興機構の地域産学官共同研究拠
点に採択
唾液検査でがんを発見する新技術を開発
TMec拡張事業開始
高校生バイオサミットin鶴岡を初開催
高校生特別研究生制度開始
TMec拡張棟供用開始
鶴岡みらい健康調査開始
㈱サリバテック設立
第10回メタボローム国際会議を鶴岡市で開
催
㈱メタジェン設立
㈱メトセラ設立
国立がん研究センター研究所の連携拠点の
鶴岡市への設置が決定

平成13年

14年

15年

16年
17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年
25年
26年

27年
28年

この15年の主な出来事　

平
成
十
三
年
に
庄
内
地
域
の
悲
願
で
あ
っ
た
大
学
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
た
慶
應
義
塾
大
学
先
端

生
命
科
学
研
究
所
（
先
端
研
）。
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術

な
ど
の
生
命
科
学
に
関
す
る
最
先
端
技
術
の
開
発
や
世
界
が

注
目
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
五
社
の
設
立
、
大
手
企
業
や
研

究
機
関
の
誘
致
な
ど
目
覚
ま
し
い
成
果
を
生
み
、
本
市
の
成

長
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
「
学
術

文
化
が
次
代
を
支
え
る
力
に
な
る
」
と
い
う
一
貫
し
た
理
念

の
下
、
先
端
研
の
研
究
成
果
や
教
育
機
能
を
高
め
、
他
の
高

等
教
育
機
関
や
地
域
企
業
と
の
連
携
を
進
め
な
が
ら
健
康
長

寿
や
新
し
い
事
業
の
創
出
、
人
材
育
成
に
生
か
し
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
「
鶴
岡
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
形
成
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
市
の
取
り
組
み
は
「
学
問
を
生
か

し
た
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
」と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
「
研
究
活
動
と
成
果
・
事
業
化
」「
バ

イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」「
地
域
の
健
康
づ
く
り
」「
若
手
人

材
の
育
成
」
の
四
つ
の
視
点
で
、
先
端
研
の
十
五
年
の
歩
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
先
端
研
を
核
と
し
た
本
市
の
地
域

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特集 ～世界をリードする学術文化都市・鶴岡を目指して～

慶應義塾大学

研
究
活
動
と
成
果
・
事
業
化

　

先
端
研
が
進
め
る
「
統
合
シ
ス
テ
ム
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
」
研
究
は
、
細
胞
の
複
雑
な
働
き

を
網
羅
的
に
測
定
・
分
析
し
、
そ
の
膨
大
な

デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
理

解
す
る
も
の
で
す
。
平
成
十
四
年
に
開
発
さ

れ
た
、
細
胞
内
の
も
の
を
丸
ご
と
短
時
間
で

調
べ
る
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
は
、
世
界

の
生
命
科
学
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
で
あ
り
、

こ
の
技
術
を
基
に
医
療
・
環
境
・
食
品
な
ど

の
分
野
で
応
用
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

▽
医
療
分
野
…
急
性
肝
炎
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ

　

ー
（
発
病
で
血
液
や
細
胞
等
の
中
で
特
に

　

量
が
変
動
す
る
物
質
。
病
気
の
目
印
に
な　

　

る
物
質
）
の
発
見
や
唾
液
検
査
で
が
ん
を　

　

発
見
す
る
新
技
術
の
開
発
な
ど
大
き
な
成

　

果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
唾
液
検
査
の
研
究

◎問合せ   本所政策企画課☎25‐2111内線523開設15周年
先端生命科学研究所

メタボローム解析装置
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　この15年間、多くの方から
応援していただきました。先端
研を代表し心から感謝を申し上
げます。私は、先端研がここ鶴
岡にあるということこそが、先
端研発展の鍵だったと思ってい
ます。 庄内には「花よりも根を
養う」という言葉があると聞き
ました。華やかな「花」を手入

れすることよりも、地道に毎日「根」に水と栄養を与
え続けることが重要だ、という意味で、私はこの庄内
の気質を表す言葉にとても感銘を受けました。堅実に
やるべきことを積み上げていく庄内の気質と、開拓者
として革新を目指す慶應義塾の創立者・福澤諭吉の精
神が融合したからこそ、大きな発展につながったと思
います。　
　サイエンスにとって最も大切なことは、好奇心と知
的興奮です。研究者がワクワクするテーマに情熱を
持って取り組める環境が重要です。だからこそ先端研
は、流行や権威に迎合することなく、独創的で面白い
研究ができる場所にしたいという思いでやってきまし
た。世界が注目するような研究成果や技術開発、ベン
チャー企業の誕生はその成果だと思っていますし、こ
の思いは次の世代にも引き継がれていると思っていま
す。先端研で学び国内
外に巣立っていった
研究者たち。今はまだ
30歳台の若手ですが、
10年後には必ずサイ
エンスの日本代表的
な存在になって戻っ
てきます。彼らは将来
の先端研の主役とな
り、鶴岡から日本そし
て世界に大きく貢献す
る人材になると、私は
確信しています。

が
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
を
使
っ
た
企

業
向
け
の
受
託
解
析
事
業
や
病
気
の
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
関
連
事
業
を
行
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
Ｈ
Ｍ

Ｔ
）
㈱
で
す
。
平
成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た

同
社
は
、
う
つ
病
を
診
断
す
る
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
を
発
見
す
る
な
ど
順
調
に
事
業
を
拡
大

し
、
二
十
五
年
に
は
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に
株

式
を
上
場
し
、
市
内
に
本
社
を
置
く
企
業
で

は
、
唯
一
の
上
場
企
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
誕
生
し
た
の
が
Ｓ
ｐ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
㈱
で

す
。
世
界
で
初
め
て
人
工
合
成
ク
モ
糸
繊
維

の
量
産
化
に
成
功
し
た
同
社
。
愛
知
県
豊
田

市
に
本
社
を
置
く
次
世
代
の
自
動
車
部
品
開

発
を
手
掛
け
る
小
島
プ
レ
ス
工
業
㈱
と
提
携

し
、
二
十
五
年
に
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
に

試
作
研
究
棟
を
、
二
十
七
年
五
月
に
は
人
工

開設15周年を迎えて

10月１日に行われた市制施行
記念式典で、先端研は市政功
労者として表彰されました

慶應義塾大学先端生命科学研究所 所長・冨田勝氏

合
成
ク
モ
糸
繊
維
等
の
構

造
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
実

用
化
に
向
け
本
社
研
究
棟

を
建
設
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
設
立
の
流
れ
が

更
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
に
は
、
唾
液
検

査
か
ら
が
ん
な
ど
の
病
気
を
発
見
す
る
技
術

開
発
を
行
う
㈱
サ
リ
バ
テ
ッ
ク
が
、
二
十
七

年
、
腸
内
環
境
を
解
析
す
る
こ
と
で
次
世
代

健
康
診
断
の
技
術
開
発
を
行
う
㈱
メ
タ
ジ
ェ

ン
が
、
そ
し
て
今
年
、
心
筋
細
胞
の
再
生
医

療
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
㈱
メ
ト
セ
ラ
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
躍
進
に
よ
っ
て
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
で
学
術
研
究
・
企
業
活
動

　

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
が
応
用
さ
れ
て

　

い
ま
す

　

先
端
研
の
技
術
を
求
め
る
企
業
や
研
究
機

関
は
多
く
、
共
同
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
研

究
や
研
究
成
果
の
事
業
化
を
支
援
す
る
た
め
、

貸
室
を
提
供
す
る
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
、
二
十
三
年
に
は
六
十
室
に

拡
張
し
ま
し
た
。
以
降
、
貸
室
は
ほ
ぼ
満
室

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
活
発
な
研
究
活

動
と
そ
の
成
果
が
実
用
化
や
事
業
化
に
結
び

付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

　

こ
の
十
五
年
で
、
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

る
先
端
研
発
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

相
次
い
で
誕
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
号

な
ど
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
三
百
五
十
人

を
超
え
、
現
在
も
増
え
続
け
て
い
る
状
況
で

す
。
地
元
の
雇
用
創
出
を
は
じ
め
、
国
内
外

か
ら
の
優
秀
な
研
究
者
な
ど
人
材
の
流
入
・

定
着
と
い
っ
た
効
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
健
康
づ
く
り

　

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
は
、
鶴
岡
発
の

予
防
医
学
の
取
り
組
み
「
鶴
岡
み
ら
い
健
康

調
査
」
を
通
し
て
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
調
査
は
平
成

二
十
四
年
に
慶
應
義
塾
大
学
が
、
鶴
岡
地
区

医
師
会
や
本
市
等
と
連
携
し
始
め
た
も
の
で

す
。
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
発
症

に
、
体
質
的
な
要
因
と
生
活
習
慣
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
解
明
し
た
り
、
病

気
を
予
測
す
る
指
標
を
発
見
し
た
り
す
る
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
二
十
五
年
間
に
わ
た
っ

て
健
康
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
約
一
万
一
千
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
健
康
状
況
を
把

握
し
て
い
く
追
跡
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
で
、
運
動
や
飲
酒
の
習
慣
や
、

肥
満
が
代
謝
物
質
に
与
え
る
影
響
な
ど
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
地

域
の
健
康
教
室
な
ど
で
紹
介
し
た
り
、
保
健

師
と
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
や
保
健
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
健
康
寿
命
延

伸
へ
の
貢
献
と
と
も
に
、

将
来
的
な
健
康
・
福
祉

分
野
に
お
け
る
次
世
代

の
産
業
創
出
や
、
ベ
ン

Spiber ㈱の本社研究棟

提供　Spiber

鶴岡みらい健康づくり活動
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「まち×サイエンス×アート」
パネルディスカッション①

世界で活躍する４人がサイエンスとアートが
一体となったまちづくりについて意見を交わ
しました。竹中氏は「先端研と鶴岡は、革新
的な研究成果や技術を社会の制度にしていく
イノベーションへ挑戦する第２ステージを迎
えている。イノベーションを起こすような創
造力あふれる『クリエイティブ人材』を集め
るためにはアートのある生活は欠かせない」。
千住氏は「アートとサイエンスは密接につな
がっていて、アートという言葉は全て『人間』
と置き換えることができる。より人間らしい
まちづくりを考えることが、サイエンスやア
ートを重視したまちづくりになる」と語りま
した。

「地方都市から創る健康長寿社会」
パネルディスカッション②

－パネリスト：竹中平蔵氏（慶應義塾大学名誉教授）、千住博氏（京都造形芸術大学教授）、関山和秀氏（Spiber〈株〉）　
　モデレーター：冨田勝氏－

－パネリスト：吉村昇氏（東北公益文科大学長）、小松浩子氏（慶應義塾大学看護医療学部長）、杉本芳一氏（同大薬学部長）、
　福田真嗣氏（〈株〉メタジェン）、大橋由明氏（HMT〈株〉）　モデレーター：武林亨氏（同大医学部教授）－

地域の健康に関して６人がそれぞれの取
り組みについて話し、意見を交換しまし
た。慶應義塾大学からだ館の開設や鶴岡
みらい健康調査など、地域と一緒に進め
てきた先端研の取り組みを武林氏が紹介。
本市での健康づくりの取り組みについて
小松氏は「健康は地域が要。きっと鶴岡
から新しい健康モデルができる」とコメ
ントしました。最後は大橋氏と福田氏が

「鶴岡を盛り上げていけるよう頑張りた
い」「皆さんの健康は私が守ります」と
いう言葉で締めくくりました。

チ
ャ
ー
企
業
の
研
究
成
果
な
ど
を
反
映
さ
せ

た
本
市
の
新
た
な
総
合
的
健
康
づ
く
り
の
施

策
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

若
手
人
材
の
育
成

　

先
端
研
が
研
究
と
と
も
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
若
手
人
材
の
育
成
。
未
来
の
科
学

者
を
鶴
岡
で
育
て
よ
う
と
、
高
校
生
研
究
助

手
・
特
別
研
究
生
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
に
始
め
た
高
校
生
研
究
助

手
制
度
は
、
隣
接
す
る
鶴
岡
中
央
高
校
の
生

徒
を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
で
、
今
年
採
用

さ
れ
た
十
人
を
含
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
延
べ

六
十
六
人
が
放
課
後
に
先
端
研
で
研
究
助
手

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
三
年
に
始
め
た
特
別
研
究
生

制
度
は
「
将
来
、
博
士
号
を
と
っ
て
世
界
的

な
研
究
者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
大
き
な
夢

を
持
っ
た
生
徒
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
特

別
研
究
生
は
、
先
端
研
の
実
験
機
器
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
を
活
用
し
、
先
端
研
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自
分

で
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

今
年
の
十
八
人
を
含
め
、
先
端
研
で
は
こ
れ

ま
で
に
八
十
五
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
助
手
や
特
別
研
究
生
の
研
究
成
果

の
発
表
の
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

二
十
三
年
に
先
端
研
が
本
市
や
県
と
始
め
た

高
校
生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴
岡
で
す
。
毎

年
、
全
国
か
ら
多
く
の
高
校
生
が
集
ま
り
、

生
命
科
学
に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
表
す
る

こ
の
取
り
組
み
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
入
賞
し
た

地
元
高
校
生
の
中
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
へ

進
学
し
て
研
究
を
続
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
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　９月17日に先端研開設15周年を記念したシンポジウム「YAMAGATA、
TSURUOKAから世界を変える」が、先端研究産業支援センターで開催され
ました。約400人が参加し、大盛況に終わった同シンポジウムの様子を紹介し
ます。

YAMAGATA、TSURUOKAから

「鶴岡キャンパス 15年の歩み」

「鶴岡キャンパス これからの15年」

冨田氏と、開設以来先端研を支えてきた板谷氏、金
井氏、曽我氏が、この15年を振り返りながら、こ
れまでの先端研の取り組みを解説しました。皆一様
に「鶴岡は自然豊かで、食べ物もおいしい。ここ鶴
岡で、市民の皆さんに見守られながら、人がやりそ
うもないこと、おもしろいことを研究してきたから
こそ、世界が注目するような研究所に発展したと思
う」と鶴岡への思いを語りました。

これからの先端研の主役となる若手研究者７人が、クモ糸
のメカニズム解明や地球外生命探査など世界の注目を集め
る可能性を持ったそれぞれの研究や今後の展望を語りまし
た。NASA（アメリカ航空宇宙局）からの遠隔中継で参加
した藤島氏が、鶴岡で過ごした学生時代の失敗談を披露し、
会場の笑いを誘う一幕も。谷内江氏は「冨田所長たちが築
いた、鶴岡を中心とした世界の科学者のつながりを利用
し、更に広めながら、革新的な技術を作りたい。これから
の15年で、鶴岡を今以上に研究者が集まりたいと思う場
所にする」と話しました。

世界を変える

慶應義塾大学先端生命科学研究所15周年記念シンポジウム

－冨田勝氏・板谷光泰氏・金井昭夫氏・曽我朋義氏（慶應義塾大学先端生命科学研究所教授）－

－荒川和晴氏・鈴木治夫氏・福田真嗣氏・谷内江望氏（慶應義塾大学先端生命科学研究所特任准教授）、
　黒田裕樹氏・内藤泰宏氏（同研究所准教授）、藤島皓介氏（同研究所特任講師）－

す
。
六
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
も
全
国

か
ら
六
十
八
校
、
百
八
十
三
人
の
高
校
生
が

参
加
し
、
将
来
の
科
学
者
た
ち
の
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
知
を
活い

か
す
〟ま
ち
づ
く
り

 

「
先
端
研
の
世
界
ト
ッ
プ
水
準
の
研
究
が
求

心
力
と
な
っ
て
、
先
端
バ
イ
オ
の
研
究
機
関

や
企
業
の
集
積
が
進
み
、
研
究
水
準
を
更
に

引
き
上
げ
る
―
」
先
端
研
の
世
界
ト
ッ
プ
水

準
の
研
究
成
果
が
生
み
出
す
好
循
環
が
、
地

域
に
お
け
る
先
端
企
業
の
創
出
・
育
成
、
地

域
産
業
の
高
度
化
、
市
民
の
健
康
長
寿
、
若

い
人
材
の
育
成
な
ど
、
本
市
の
活
力
を
支
え

る
多
面
的
な
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
三
月
に
は
、
国
の
地
方
創
生
の
一
環

と
し
て
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所

の
連
携
拠
点
が
本
市
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
先
端
バ
イ
オ
の

研
究
機
関
や
企
業
集
積
の
受
け
皿
と
な
る
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
は
研
究
開
発
施
設
の
ほ

か
、
研
究
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
や
子
育
て

施
設
な
ど
を
民
間
主
導
で
整
備
す
る
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
術
文
化
都
市
を
、
鶴
岡
の
未
来
を
創

造
す
る
成
長
戦
略
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣

言
」
の
一
つ
に
掲
げ
る
本
市
。
先
端
研
を
核

に
、
研
究
者
な
ど
の
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り

交
流
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
の
創
造
が
連

鎖
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
先
端
研
の
生
み
出
す
多
面
的
成
果
を
よ

り
力
強
い
も
の
と
し
、
更
な
る
地
域
の
活
力

に
つ
な
げ
る
た
め
の
本
市
の
取
り
組
み
は
続

き
ま
す
。
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バ イオベンチャー企業

若 手人材の育成

っています!

　体の中に入った細菌などの抗原を取り除くために、体内で作られ
る物質を、抗体と言います。この抗体を利用した抗体医薬品は、特
定の抗原に作用する性質のため、効果が高く副作用が少ないという
特徴があります。私たちは遺伝情報を高速で読み取る機械「次世代
シーケンサー」と人工知能の技術を活用し、医薬品となる抗体を設
計しています。がんやリウマチなど、現在、有効な薬がない分野で
より良い薬を生み出すことが目標です。

　先端研究産業支援センターを研究開発の場として選んだのは、学生時代に
先端研で学んだということもありますが、先端研には世界トップ

水準の設備があり、優秀な人材が集まっていることが１番
の理由です。ここ鶴岡で、私たちの技術を高め、これ

まで治すことが難しいと言われてきた病気に対す
る有効な医薬品を創っていきたいです。

高校２年生のときから高校生研究助手・特別研究生としてそれ
ぞれ先端研で学び、慶應義塾大学に進学した2人の若者。来年4
月からは大学院生として先端研で研究を続けます。2人に、高校
時代のことやこれからの夢について聞きました。

　慶應義塾大学環境情報学部４年

　早坂亮祐さん
　高校２年生のときに特別研究生
の制度が始まりました。説明会
に行って、「すごい、面白そう！」
と思い、特別研究生になりました。

　大学では、研究生のときに始めたスベリヒ
ユという野草と、温海かぶの漬物について研
究してきました。大学院ではがん細胞の研究
に取り組みたいです。
　私はこの先も、鶴岡で研究を続けていきた
いと思っています。また、進学等で地元を離
れた若い人たちが帰ってきたいと思えるよう、
鶴岡を盛り上げていきたいです。

 慶應義塾大学環境情報学部４年

　　　　　　  松田りらさん
　私は高校生研究助手としてオイ
ル産生微細藻類をテーマに研究し
ました。先端研で最先端のサイエ
ンスに触れながら学んだことが、
進路を決める道しるべになりました。
　大学でも同じテーマを研究しましたが、去
年から稲の発芽を研究のテーマとし、３月に
活動の場を鶴岡に移しました。時間が合うと
きは、稲について研究に取り組む特別研究生
の高校生に指導しています。鶴岡の基幹産業
である農業の発展に貢献したいですし、若手
の人材育成にもつながればうれしいです。

これまでにない薬の「種」を創る
㈱MOLCURE 代表取締役社長・小川隆氏

サイエンスパークには多くの研究施設・企業の集積が進んでいま
す。今年7月に先端研究産業支援センターに研究室を設けたバ
イオベンチャー企業・㈱MOLCUREもその１つ。社長の小川氏
に今後の事業展開などについて聞きました。

核とした
活動が広が
先端研を
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地 域の健康づくり

研 究活動と成果・事業化

　私たちは愛知県豊田市に本社を置く自動車部品製造メーカーです。
金属・樹脂・電子部品など様々な製品を作っています。Spiber㈱
が開発する人工合成クモ糸繊維などの構造タンパク質素材に大き
な可能性を感じ、また、「地球温暖化やエネルギー資源の枯渇など、
全地球的な課題を解決したい」という同社の理念にも共感し、平成
24年に共同研究を開始しました。現在は、Spiber㈱常駐者９人を含
む約40人の社員が素材の量産化開発と、自動車分野への応用に向け
た技術開発、試作に取り組んでいます。
　自動車分野をはじめ、これまで工業的に扱われたことのない新素
材なので、日々新たな発見と課題の連続です。私たちはこれま
で培ってきたノウハウで課題解決に挑み、１日も早く自動
車分野における構造タンパク質素材の実用化を目指
したいと考えています。

自動車分野における構造タンパク質素材の実用化を目指して
小島プレス工業㈱ 取締役・村上英広氏

米軍やNASAも開発を断念した人工合成クモ糸繊維の量産化技術
を世界で初めて確立したSpiber㈱。同社が開発した新素材にい
ち早く注目したのは、長年ものづくりに取り組んできた小島プレ
ス工業㈱でした。ものづくりに懸ける同社の思いを聞きました。

　私たちが行っている鶴岡みらい健康調査は、「未来の鶴岡を健康
に！」を合言葉に、市民の皆さんや地域の保健・医療の専門家から
協力いただきながら、最先端の科学技術を生かして健康増進を実現
するための研究活動です。10年・20年先を見据えた先の長い研究で
すが、国際科学誌に複数の成果を発表するなど、未来の健康づくり
に向けた歩みを着実に進めています。

　私は、今年の９月から 1 年間、この調査を更に
発展させるため、ロンドンのインペリアル大学に留学し、世界をリードする
疫学や統計学の専門家と、鶴岡のデータをより意義のあるものにする研究を
しています。他に類を見ない市民の皆さんの支援体制は、国内外で注目され
ていて、世界にも胸を張れるものです。これからも地に足をつけ、地域の健
康づくりに貢献する取り組みを力強く進めていきたいです。

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室助教・原田成氏

鶴岡みらい健康調査が始まる１年前の平成23年に来鶴し、準備
の段階から同調査に関わってきた慶應義塾大学医学部の原田氏
に、今後の抱負を聞きました。

未来の鶴岡を健康にしたい

活動が広が
先端研を



8■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

暮らしを支える税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  　　　　　　　11月11日○金 ～17日○木 は「税を考える週間」です

税金には国税･県税･市税があります。ここでは、市の重要な財源である主な市税とその納付方法等について紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ■問本所課税課☎内線259または本所納税課☎内線219へ

税

地方税の電子申告、電子申請・届出には、eLTAX（エルタックス）が便利です。 詳しくは
eLTAXホームページをご覧ください。
▷個人市民税…各支払報告書、特別徴収に係る関係書類　▷固定資産税…償却資産申告
▷法人市民税…各種申告書、異動届出書等

事業主・
法人の方へ

～ 税のこと 知って納得 みんなの義務 ～
平成28年度納税標語最優秀作品

◆納付方法

◇口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付する方
法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印をお持ち
の上、金融機関窓口でお申し込みください。忙しくて
納付に行く時間がない方や納め忘れが心配な方には、
口座振替をお勧めします。

◇コンビニエンスストアでの納付
　提携している全国のコンビニエンスストア（納付書
裏面に記載）で納付する方法です。市役所の閉庁日や
金融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、
市・県民税（普通徴
収分）、固定資産税、
軽自動車税、国民健
康保険税です。

■問納税課収納管理係
◇窓口での納付
　金融機関（東北地方のゆうちょ銀行〈郵便局〉を含
む）や本所納税課、各地域庁舎市民福祉課の窓口で納
付する方法です。納付の際は納付書を忘れずにお持ち
ください。

◇ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号（通
知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵便局か
ら払い込みください（全国の郵便局で払込み可）。払
込用紙は本所納税課にあります。

◇年金からの差引き（年金特徴）
　個人市民税と国民健康保険税については、その年の
４月１日に65歳以上で年金受給額が年額18万円以上
の方は、条件によって年金から差し引かれる場合があ
ります。

◆分割納付
　　　　　　　　■問納税課納税係
　失業や病気等で収入が減り生活
に困っている方、災害に遭った方
等が、状況に応じて税金を分割し
て納付できる制度があります。制

度の適用につい
ては要件があり
ますので、ご相
談ください。

◆延滞金と滞納処分
　
　納付期限までに納められなかった
場合、税金に延滞金が加算されます。
　延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年2.8％

（ただし平成25年12月31日以前は
特例措置あり）、それ以後が年9.1％
の割合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。延滞金の割合は、

■問納税課納税係
25年３月の税制改正によって、26
年１月１日以降の期間についての割
合が引き下げられています。
　また、督促状を発した日から10
日を経過しても完納されない場合、
不動産や動産（家財等）、預貯金等
の財産の差押えや公売を行うことが
あります。
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税金には国税･県税･市税があります。ここでは、市の重要な財源である主な市税とその納付方法等について紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ■問本所課税課☎内線259または本所納税課☎内線219へ

◆都市計画税
　　■問課税課土地・家屋評価係

　都市計画法で指定された市街化区域と、市税条例で
定められた区域の土地と家屋に課税され、固定資産税
と一緒に徴収されます。街路や公園の整備等の都市計
画事業や土地区画整理事業に使われています。

◆国民健康保険税
　■問課税課諸税係

　国民健康保険事業に使われる税金です。医療費の給
付等に充てられる医療保険分、後期高齢者医療制度を
支える後期高齢者支援金等分、介護サービスに充てら
れる介護保険分で構成されています。

◆固定資産税 １月１日現在の土地、家屋、償却資産（事業に使う機械、器具、備品等）の所有者に課税されます

◇土地と家屋　　　　　　■問課税課土地・家屋評価係
　土地と家屋については、基準年度（３年ごと）に評
価替えを行う制度が採られています（次回は平成30
年に実施）。基準年度の評価額は原則として３年間据
え置かれますが、地価の下落が認められる場合は、基
準年度以外の年度でも評価額を見直します。また、基
準年度後に家屋の新築や増築、土地の用途変更等があ
った場合は、新たに評価を行って評価額を決定します。
　なお、土地については、前年に比べ税額が急激に増
えないよう負担調整を行っています。そのため、評価
額より現在の課税標準額が著しく低い場合は、地価が
下がっても税額が増える場合があります。

◇償却資産　　　　　　　　　■問課税課資産税管理係
　固定資産税の償却資産は、土地及び家屋以外の事業
用資産のうち、所得税及び法人税を計算するための会
計方法で、減価償却の対象とされる
資産です。ただし、自動車税や軽自
動車税の課税対象となるものや、自
己所有家屋の改装等に伴う建築設備
等の更新等は対象外です。
　評価額は、資産の取得価額を基にその資産の経過年
数に応じた減価計算を毎年行い決定します。償却資産
の所有者は、所得税等の申告とは別に、毎年１月１日
の状況を市に申告することとなっています。

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定さ
れている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし 市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

◆市民税 個人に課税される個人市民税と、会社等の法人に課税される法人市民税があります

◇個人市民税　　　　　　　　■問課税課市民税第一係　　　　
　１月１日現在、市内に住所のある方で前年に所得が
あった方と、住所はなくても市内に事務所等を構えて

いる方に、県民税と合わせて課
税されます。
　税額は、前年の所得額に応じ
て課税される所得割と、平等に
負担してもらう均等割（市民税
3,500円・県民税2,500円）の
合計額です。

◇法人市民税　　　　　　　　　　　■問課税課諸税係
　法人市民税には、均等割と法人税割があります。
▷均等割…資本金等の額と従業員数に応じて課税。
　年額５万円～300万円
▷法人税割…課税標準となる法人税額の12.1％
◎均等割・法人税割ともに課税される法人…市内に事
　務所や事業所等を設けている法人、または人格のな
　い社団等で収益事業を営むもの
◎均等割のみ課税される法人…市内に事務所や事業所
　等はないが寮等がある法人等
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加入・脱退の手続きは忘れずにしましょう 

知っておきたい国民年金のこと
国民年金

■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆こんなときは届出が必要です　　　　　　　　　　　　 市役所での届出の際は、年金手帳をお持ちください
被保険者区分 変更理由 届出先

第１号被保険者…自営業者、農
業・漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務
員等（厚生年金や共済年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険
者の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

◆老齢基礎年金
　保険料を納めた期間等の受給資
格期間が25年（300月）以上ある
方が、原則として65歳から受け
取る年金
◆障害基礎年金
　病気やけがで体に障害が残った
場合、一定の支給要件を満たして
いる方が受け取る年金

◆遺族基礎年金
　国民年金の被保険者が亡くなっ
たとき、その方によって生計を維
持されていた「子のある配偶者」ま
たは「子」で、一定の支給要件を満
たしている方が受け取る年金
◆その他の国民年金独自給付
　寡婦年金、死亡一時金、短期在
留外国人の脱退一時金があります

国民年金にはこんな給付があります

◆国民年金とは
　加入者の老後の生活や、障害を負ったときなど、
もしものときに備え、生活の安定が損なわれるこ
とのないように、生活の維持・向上のため、国の
負担と納めた保険料によって、国民全体でお互い
を支え合う国の年金制度です
◆加入対象者
　日本国内に住所のある20歳
以上60歳未満の全ての方
◆加入種別（下表参照）
　第１～３号被保険者に区分
◆20歳になったら加入手続きを
　20歳になる方で第２号被保険者以外の方に、日
本年金機構から加入手続き案内が送付されます
◆保険料
　月額１万6,260円
◆保険料の納付方法
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書
が送付されます（金融機関やコンビニエンススト

アで納付できます。市役所、年金事務所では納付
できません）
◆納め忘れがなく便利な納付方法
◇口座振替
◇クレジットカード
◆前納制度（１年・２年単位）
◇現金で１年分…3,460円割引
◇口座振替で
　▷１年分…4,090円割引
　▷２年分…１万5,690円割引
　▷当月保険料を当月末に引き落とし（早割制度）
　　…月額50円（年額600円）割引
※前納制度には申込み期限があります。事前にお
　問い合わせください。
◆後納制度
　過去５年間に納め忘れた保険料がある場合、遡
って納付できます
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆平日相談　月曜～金曜日午
　前８時30分～午後５時15
　分（月曜日は午後７時まで）
※予約ができます。
◆休日相談　毎月第２土曜日
　午前９時30分～午後４時
※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、本人以
　外の場合は委任状と代理人
　の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談
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と
き
は
控
除
証
明
書
の
ほ
か
に
、
10
月
１
日

以
降
に
納
付
し
た
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
控

除
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
控
除
証
明
書
は
、
口
座
振
替

か
窓
口
納
付
か
を
問
わ
ず
お
送
り
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０

０
３
‐
０
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
☎
03

‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５
〈
来
年
３
月
15
日

○水
ま
で
〉）
ま
た
は
本
所
国
保
年
金
課
☎
内

線
１
１
３
へ

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
（
今
年
１
月
～
11
月

分
）
を
12
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
に
納
付
金
額
を
知

り
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
、
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
・
相
談
が
、
子
供
を

守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を

支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
出
産
や
子
育
て
に

悩
ん
だ
ら
、
ま
た
悩
む
親
が
い
た
ら
、
す
ぐ

前
田
寛
治
、
眞
坂
恭
助
、
眞
坂
房
子
、
町
野

道
子
、
松
浦
忠
雄
、
丸
山
と
ら
江
、
三
浦
美

智
男
、
村
田

子
、
村
山
作
子
、
村
山
良
一
、

森
川
悦
行
、
山
口
節
子
、
山
濵
託
子
、
山
村

か
づ
ゐ
、
若
公
四
郎
、
和
田
良
也
、
渡
部
今

朝
雄
、
渡
部
忠
彦
、
渡
邊
辰
子　

■問
鶴
岡
地

区
歯
科
医
師
会
☎
28
‐
３
５
６
５
ま
た
は
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
５
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
４
民
生
区
（
第
四
学
区
）
…
眞
嶋
ゆ
み

（
塔
和
町
内
会
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

年
金
・
医
療

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
（
過

去
の
保
険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料

を
納
め
た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日

本
年
金
機
構
本
部
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
（
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

今
年
９
月
30
日
ま
で
の
納
付
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
控
除
証
明
書
に
未
納
と
表
示
さ

れ
た
も
の
を
12
月
末
ま
で
に
納
付
し
た
場
合

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
等
の

度
は
１
４
４
人
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

■
受
賞
者
（
敬
称
略
。
同
意
者
の
み
記
載
）

秋
葉
幾
郎
、
阿
宗
良
惠
、
阿
部
甚
一
、
阿
部

富
美
、
阿
部
義
夫
、
五
十
嵐
茂
雄
、
五
十
嵐

德
雄
、
五
十
嵐
良
夫
、
五
十
嵐
由
美
、
石
原

サ
チ
、
板
垣
惠
子
、
伊
藤
七
郎
、
伊
藤
千
春
、

伊
藤
友
吉
、
伊
藤
又
夫
、
稲
村
喜
美
、

衣

佐
助
、
浦
川
淳
二
、
榎
本
繁
、
大
川
幸
一
、

太
田
み
さ
を
、
太
田
隆
子
、
大
瀧
定
吉
、
大

滝
淑
勝
、大
瀧
米
子
、岡
部
富
男
、岡
部
正
井
、

小
田
誠
、
小
田
圭
昭
、
小
野
田
安
生
、
小
野

寺
泰
子
、加
藤
繁
雄
、加
藤
龍
介
、亀
井
五
藏
、

河
野

美
、
川
村
よ
し
子
、
上
林
一
子
、
木

村
三
津
子
、
工
藤
幸
一
、
工
藤
ま
さ
子
、
栗

本
文
夫
、
小
池
幸
子
、
小
久
保
司
、
後
藤
寛

子
、小
林
喜
久
子
、齋
藤
す
ぢ
子
、齋
藤
澄
子
、

齋
藤
昌
子
、佐
久
間
利
、佐
々
木

子
、佐
々

木
清
太
郎
、
佐
藤
和
夫
、
佐
藤
清
美
、
佐
藤

慶
子
、
佐
藤
さ
た
子
、
佐
藤
七
郎
、
佐
藤
て

い
こ
、
佐
藤
時
彦
、
佐
藤
春
子
、
佐

孫
左

ェ
門
、佐
藤
正
子
、佐
藤
松
子
、佐

美
智
恵
、

佐
藤
滿
、
佐
藤
や
し
子
、
佐

幸
子
、
佐
藤

玲
子
、
佐
藤

子
、
地
主
武
、
渋
谷
眞
、
渋

谷
實
、
庄
司
賢
一
、
庄
司
三
也
、
菅
澤
千
代
、

菅
原
秋
子
、

原
喜
吉
、
菅
原
定
治
、
菅
原

省
爾
、
菅
原
正
子
、

原
美
惠
子
、
菅
原
美

佐
子
、
原
ゆ
り
子
、
原
芳
生
、鈴
木
清
雄
、

鈴
木
金
治
、
鈴
木
文
雄
、
相
馬
忠
、
相
馬
は

つ
め
、
園
部
金
三
、
髙
橋
清
一
郎
、
髙
橋
弥

五
右
衛
門
、
田
中
花
子
、
田
村
ふ
く
子
、
土

田
榮
子
、
富
樫
英
子
、
土
岐
ち
よ
子
、
長
岡

正
樹
、長
瀞
喜
美
子
、成
田
七
郎
、難
波
藏
義
、

野
口
彌
、
野
尻
千
登
世
、
野
尻
善
男
、
弭
間

房
子
、
長
谷
川
松
夫
、
長
谷
川
美
津
、
原
田

貞
子
、
匹
田
フ
ク
ミ
、
本
間
晴
子
、
本
間
恒

男
、本
間
と
し
子
、本
間
滿
里
、本
間
美
保
子
、

市
政

鶴
岡
市
都
市
再
興
基
本
計
画
策
定

に
か
か
る
地
区
説
明
会
の
開
催

　

市
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、「
鶴
岡
市
都
市
再
興
基
本
計
画
（
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
立
地
適
正
化
計
画
）」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
の
方
針
や

計
画
で
指
定
す
る
区
域
な
ど
に
つ
い
て
、
11

月
中
に
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

場
所

主
な
対
象

14
日
○月
第
二
学
区
コ
ミ
セ
ン
第
一
・
二
・
五
学
区
、

斎
・
黄
金
地
区
の
方

15
日
○火
第
三
学
区
コ
ミ
セ
ン
第
三
・
四
・
六
学
区
、

湯
田
川
・
大
泉
・
京

田
・
栄
・
田
川
・
上
郷

地
区
の
方

17
日
○木
大
山
コ
ミ
セ
ン

三
瀬
・
由
良
・
小
堅
・

加
茂
・
湯
野
浜
・
大

山
・
西
郷
地
区
の
方

21
日
○月
市
役
所
藤
島
庁
舎

藤
島
・
羽
黒
地
域
の

方

24
日
○木
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
温
海
地
域
の
方

27
日
○日
市
役
所
本
所

ど
な
た
で
も

28
日
○月
櫛
引
公
民
館

櫛
引
・
朝
日
地
域
の

方

■時
午
後
６
時
（
24
日
は
午
後
７
時
、
27
日
は

午
後
１
時
）　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線

４
６
４健

康
・
福
祉

「
８
０
２
０
運
動
良
い
歯
の

長
寿
賞
」
受
賞
者
発
表

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
と
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」。
今
年
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全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
管

内（
本
市
・
三
川
町
）の
今
年
６
月
１
日
現
在

の
設
置
率
は
79
％
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
火
災
を

感
知
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
清
掃
な

ど
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
サ
ー
等
の
寿
命
に
よ
っ
て
、
10
年
を
目
安

に
本
体
の
交
換
が
必
要
で
す
。

■
設
置
場
所　

全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意　

■問
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
１
日
○火
～
18
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

１
、
５
０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、

３
０
０
円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11

月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に

達
し
た
月
ま
で

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
１税市

税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
動
産
・
不
動
産 

公
売
の
お
知
ら
せ

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売　

■
公
売
方
法

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用　

■
参
加
申
込
み　

11
月
８

日
○火
午
後
１
時
～
21
日
○月
午
後
11
時　

■
公

売
日
時　

▽
動
産
（
競
り
売
り
）
…
11
月
29

日
○火
午
後
１
時
～
12
月
１
日
○木
午
後
11
時

▽
不
動
産
（
入
札
）
…
11
月
29
日
○火
午
後
１

時
～
12
月
６
日
○火
午
後
１
時

▼
通
常
の
公
売
（
不
動
産
）　

■日
11
月
30
日

○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分　

入
札
…
９

時
30
分　

■場
市
役
所
本
所
６
階
大
会
議
室

▼
共
通　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１

■他
市
HP事

業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
毎

月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し

て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事

業
主
に
は
、
従
業
員
の
市･

県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
へ
出
向
い
て
納
付
す
る
手
間
を
省
く
こ

と
が
で
き
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で

す
が
、
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、

従
業
員
の
１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
市
へ
の
申
請
と
市
長
の
承

認
に
よ
っ
て
、
納
期
を
年
２
回
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

生
活
・
そ
の
他

「
消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
」 

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○水
か
ら
15
日
○火
ま
で
の
１
週
間
、

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
と
し

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
家
庭
で
も
暖
房
器
具
な
ど

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

付
い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
を
（
連
絡
先
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１　

▽
庄
内
児
童
相
談

所
☎
22
‐
０
７
９
０　

▽
児
童
相
談
所
全
国

共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

児
童
に
関
す
る 

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当　

■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
～
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

～
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
に
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額
（
受
給
者
等
の

所
得
で
異
な
り
、
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

▽
１
人
目
…

４
万
２
、３
３
０
円
～
９
、９
９
０
円　

▽
２

人
目
…
１
万
円
～
５
、０
０
０
円　

▽
３
人

目
…
６
、０
０
０
円
～
３
、０
０
０
円　

■
支

給
日　

４
月
・
８
月
・
12
月
の
11
日　

■
支

給
期
間　

児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で
（
障
害
児
は
20
歳
未
満
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
精
神
や
身
体
に

重
度
～
中
度
の
障
害
を
持
っ
た
児
童
を
在
宅

で
養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万
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市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
社

会
を
目
指
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
同
運
動
。

１
、１
６
２
点
の
応
募
の
中
か
ら
次
の
11
人

の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

「『
や
め
よ
う
よ
』 

こ
の
一
言
に 

金
メ
ダ
ル
」

　
　
　
　
　
　

諏
訪
琳
音
さ
ん（
鶴
岡
五
中
）

▼
優
秀
賞

「
温
か
さ 

ネ
ッ
ト
な
ん
か
じ
ゃ 

分
か
ら
な

い
」　　
　
　

 

伊
藤
瑞
希
さ
ん（
鶴
岡
一
中
）

「
悪
の
道 

は
じ
め
の
一
歩 

踏
み
出
す
な
」　

　
　
　
　
　
　

志
賀
菜
摘
さ
ん（
鶴
岡
二
中
）

「
思
い
や
り 

明
る
い
社
会
の 

第
一
歩
」

　
　
　
　
　

髙
山
ひ
か
る
さ
ん（
鶴
岡
三
中
）

「
気
づ
い
て
よ 

傷
つ
く
人
の 

そ
の
気
持
ち
」

　
　
　
　
　
　

櫻
井
慶
乃
さ
ん（
鶴
岡
四
中
）

「
し
っ
か
り
と 

自
分
の
行
動 

見
直
そ
う
」

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
謙
信
さ
ん（
豊
浦
中
）

「
ち
ゃ
ん
と
見
て 

あ
な
た
は
い
つ
も 

一
人

じ
ゃ
な
い
」　

石
川
野
々
花
さ
ん（
藤
島
中
）

「
持
っ
て
い
る
？ 

悪
い
心
に 

勝
つ
心
」

　
　
　
　
　
　
　

菅
原
莉
央
さ
ん（
羽
黒
中
）

「『
お
か
え
り
』『
た
だ
い
ま
』
の 

キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
明
る
い
社
会
」　

　
　
　
　
　
　
　

髙
野
有
希
さ
ん（
櫛
引
中
）

「
そ
れ
は
だ
め 

言
え
る
勇
気
を 

持
つ
勇
気
」

　
　
　
　
　
　

小
野
寺
壱
星
さ
ん（
朝
日
中
）

「
困
っ
た
ら 

み
ん
な
で
支
え
て 

笑
顔
の
輪
」

　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
優
海
さ
ん（
温
海
中
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受

付　

来
年
１
月
４
日
○水
～
13
日
○金
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
当
日
必
着
）　

■
試
験
日
時
・

科
目　

１
次
試
験
…
１
月
20
日
○金
午
前
９
時

（
国
語
〈
古
典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
）　

２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

…
21
日
○土
午
前
９
時
（
小
論
文
、
面
接
）

■
試
験
会
場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
見
送
り
に
つ
い
て

　

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
９
月
９
日

に
開
催
さ
れ
た「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
」

で
の
審
査
の
結
果
、
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
認

定
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
コ
メ

ン
ト
（
抜
粋
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
月
山
な
ら
で
は
の
資
源
は
多
く
あ
り
、
月

山
を
中
心
に
活
動
意
識
は
高
い
が
、
核
と
な

る（
中
略
）月
山
な
ら
で
は
の
ジ
オ
ス
ト
ー
リ

ー
が
で
き
あ
が
っ
て
い
な
い
。
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
具
体
的
な
戦
略
・
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
認
定
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
地

域
の
資
源
を
理
解
し
活
用
す
る
地
方
創
生
へ

の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
引
き
続
き
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
羽
黒
庁
舎
観
光
商
工
室
（
い
で
は
文
化
記

念
館
）
☎
62
‐
４
７
２
７

険
で
す
。近
隣
住
民
等
、往
来
者
の
人
身
事
故

防
止
の
た
め
、
次
の
河
川
周
辺
で
は
銃
を
使

っ
た
狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
狩
猟

者
は
法
令
と
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
橋
か
ら
庄
内
南
工
業
団
地
東

橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中
柳
原
集
落

今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集
落
利
津
橋

周
辺　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

使
っ
て
い
な
い
水
銀
廃
製
品

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

水
銀
は
自
然
環
境
に
排
出
さ
れ
た
場
合
、

環
境
汚
染
や
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
有
害
な

物
質
で
す
。
市
で
は
、
鶴
岡
地
区
薬
剤
師
会

と
協
力
し
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
水
銀
廃

製
品
の
重
点
的
な
回
収
を
行
い
ま
す
。

■日
12
月
１
日
○木
～
来
年
１
月
31
日
○火　

■場
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
薬
局
及
び
市

の
施
設
（
市
役
所
本
所
・
各
地
域
庁
舎
、
廃

棄
物
対
策
課
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る

り
ん
館
」）　

■対
水
銀
体
温
計
、
水
銀
温
度
計
、

水
銀
血
圧
計
等　

■問
同
課
☎
22
‐
２
８
４
８

来
年
１
月
22
日
○日
に
行
わ
れ
る
山
形
県
知
事
選
挙

期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
募
集

■日
来
年
１
月
６
日
○金
～
21
日
○土
（
１
日
・
２

日
程
度
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時　

■場

市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■対
本
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
（
政
党
や
政
治
団
体
等
に
所

属
す
る
方
及
び
同
選
挙
の
候
補
者
ま
た
は
候

補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
２
親
等
以
内
の

血
族
は
不
可
）　

■
報
酬　

日
額
９
、５
０
０

円　

■申
11
月
18
日
○金
ま
で
本
所
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
内
線
６
４
１
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

４
８
３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝

日
・
温
海
庁
舎
）
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
○金
と
な
っ

て
い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
１
日
○火
～
30
日
○水
に
上

下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４
５
２
へ

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

近
年
は
、
犬
や
猫
等
の
ペ
ッ
ト
も
家
族
同

様
に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
飼
い

方
を
誤
れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な

っ
た
り
、
本
来
愛
さ
れ
る
べ
き
ペ
ッ
ト
を
不

幸
に
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を

飼
う
た
め
に
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か

る
責
任
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責

任
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
捨
て
猫
や
野
良
猫
へ
の
む
や
み
な

餌
や
り
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
猫
は
年

に
２
・
３
回
出
産
し
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る

子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
、

新
し
い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
不
妊
、
去

勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸
な
命
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
管
理
す
る
こ
と
も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

狩
猟
期
間
に
お
け
る　
　
　
　

猟
銃
自
粛
区
域
に
つ
い
て

　

住
宅
、
工
業
団
地
が
接
近
し
て
い
る
区
域

や
道
路
上
か
ら
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

温海 昔話どご…んだば、語ってみっがの。温海宿

「むがし、あったけど…」。満７歳～90
歳の語り部たちが懐かしい昔話を語り、
観客は和やかな表情で聞き入りました。

９.24

＜温海ふれあいセンター＞

温海 庄内おばこ鰆まつり

初めて企画されたこの祭り。来場者は、
旬を迎えた庄内おばこサワラや海の幸、
地酒をたんのうし、満足した表情でした。

９.25

　　　　＜鼠ヶ関駅前＞

市外 庄内空港25周年・おいしい庄内空港空の日フェスタ

＜庄内空港＞

「空の日」にちなんだこの催し。節目の今年は記
念セレモニー等様々なイベントが行われました。
小型飛行機や空港で働く車の展示等が行われた

10.２
駐機場は家族連れで大にぎわい。中には客室乗
務員の制服姿で記念撮影する女の子の姿も。来
場者は庄内空港や飛行機に親しんだようです。
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朝日 なんば農園・山ぶどう収穫＆ジュース作り体験

収穫した山ブドウの加工作業に挑戦した
参加者。おいしい原液ができるようにと
房と実を丁寧に分けていました。

10.１

　　　　　　　　　　　　　　　　＜大針地区＞

羽黒 山形交響楽団コンサート「出羽三山シンフォニーコンサート」

出羽三山の日本遺産認定を記念するコン
サートが開かれ、訪れた音楽ファンは室
内では味わえない演奏に魅了されました。

10.10

                      ＜出羽三山神社＞ 

市内 歴まちday’s・市内在住外国人招待歴まち体験ツアー

17人の外国人と国際交流を学ぶ高校生
等が参加。鶴岡公園周辺や同地区の宿坊
街の歴史ある町並みの魅力に触れました。

10.10

＜写真：手向地区＞

鶴岡 ラフォア市・鶴岡市友好都市盟約20周年記念祝賀会

ラフォア市から49人の訪問団が来鶴し、
祝賀会が開催されました。両市長が盟
約継続を確認し、友好交流を誓いました。

10.７

＜グランドエル・サン＞

藤島 「ふじしま秋味ピザづくり」・まちづくり塾藤島グループ事業

ペットボトルを振って作った生地に、藤
島の食材をたくさん乗せて焼いたら、お
いしいピザが完成。「いただきまぁす」。

10.８

＜藤島農村環境改善センター＞

鶴岡 みちのくダム湖サミットin月山

国管理ダムが立地する東北地方の自治体
から４市の市長が集結。ダムを生かした
地域活性化策について話し合いました。

10.13

＜東京第一ホテル鶴岡＞
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催
し

足
元
に
は
文
化
財
展
～
鶴
岡
市
内
か

ら
出
土
し
た
玉
類
・
土
器
の
展
示
～

■日
11
月
３
日
○木
～
６
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

７
時
（
６
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
羽
黒

体
育
館　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
８

新
そ
ば
食
べ
放
題　
　
　
　
　

そ
ば
処「
大
梵
字
」新
そ
ば
祭
り

■日
11
月
５
日
○土
～
12
月
10
日
○土
午
前
11
時
～

午
後
４
時　

■費
１
、
５
０
０
円
（
当
日
は
１

０
０
円
増
し
）　

■場
・
■
前
売
り
券
取
扱
い　

そ
ば
処
「
大
梵
字
」
☎
53
‐
３
４
１
３　

■他

団
体
は
要
予
約

鶴
岡
高
専 

学
校
説
明
会

■日
11
月
６
日
○日
・
26
日
○土
午
前
10
時　

■対
中

学
生
と
そ
の
保
護
者　

■場
・
■問
同
校
☎
25
‐

９
０
２
５

庄
内
水
田
農
業
推
進
機
構 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

庄
内
稲
作
の
今
後
の
戦
略

■日
11
月
７
日
○月
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■内「
こ
れ
か
ら
の
庄
内
稲
作
を

考
え
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
藤
井
弘

志
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）、「
新
品
種
を
学

ぶ
『
山
形
１
１
２
号
』」中
場
勝
氏
（
山
形
県

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
稲
部
長
）　

■申

本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
８

起
業
で
人
生
が
変
わ
る
！ 

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
11
月
10
日
○木
午
後
６
時　

■定
30
人　

■内
講

演
「
モ
ノ
を
売
る
時
代
で
は
な
い
！
～
商
売

の
原
点
と
は
？
本
質
と
は
？
～
」
室
水
房
子

氏
（
㈱
ケ
イ
エ
ム
テ
ク
ノ
ス
代
表
取
締
役
）、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

■日
11
月
12
日
○土
・
13
日
○日
午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時　

■費
１
枚
１
、
２
０
０
円　

■場
・

■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

交
通
事
故
、暴
力
行
為
、犯
罪
の
防
止
に
向
け
て 

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■日
11
月
９
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内「
青
少
年
の
社
会
参
加
と
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
～
高
校
生
対
話
会
等
の
取
り
組

み
～
」
金
沢
愛
氏
（
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全

課
）　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

東
洋
大
学
社
会
学
部「
庄
内
藤

島
調
査
」10
周
年
記
念
講
演

■日
11
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
藤
島
・
庄
内

に
魅
了
さ
れ
た
若
者
た
ち
～
地
域
交
流
10
年

か
ら
～
」
阿
部
英
之
助
氏
（
同
大
学
非
常
勤

講
師
）、リ
レ
ー
ト
ー
ク　

■問
藤
島
庁
舎
エ
コ

タ
ウ
ン
室
☎
内
線
１
５
５

科
学
ま
つ
り
in
鶴
岡

■日
11
月
13
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
山
大
農
学
部　

■内
楽
し
い
科
学
実
験
や
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等　

■問
同
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局

鶴
岡
南
高
校
山
添
校 

オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
一
日
高
校
体
験

■日
・
■内
▽
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
…
11
月
14
日

○月
～
18
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
学
校

生
活
等
を
公
開　

▽
一
日
高
校
体
験
（
中
学

２
年
・
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教

員
対
象
）
…
19
日
○土
午
前
９
時
・
学
校
説
明
、

授
業
体
験　

■場
・
■申
同
校
☎
57
‐
２
１
０
０　
　

県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展
・

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

■日
11
月
16
日
○水
～
21
日
○月
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

15
日
○火
・
22
日
○火
は
臨
時
休
館
）　

■費
大
人

…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■場
・
■問
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

つ
る
お
か
森
の
時
間

■日
11
月
19
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
山
大
農
学
部
附
属
演

習
林　

■定
先
着
30
人　

■内
秋
の
森
散
策
、
森

の
芋
煮
会
等　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学

生
…
２
５
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持

昼
食
等　

■申
11
月
１
日
○火
～
11
日
○金
ま
で
本

所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ　

藤
沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会　
　

『
霧
の
果
て 

神
谷
玄
次
郎
捕
物
控
』

■日
・
■内
11
月
19
日
○土
…「
酔
い
ど
れ
死
体
」、

12
月
17
日
○土
…「
霧
の
果
て
」　

■時
午
後
２
時　

■定
各
日
30
人　

■
朗
読　

劇
団
麦
の
会　

■費

入
館
料　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

中
川
代
得
参
ク
ラ
ブ 

赤
カ
ブ
収
穫
と
漬
物
づ
く
り
体
験

■日
11
月
20
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
月
山
高

原
活
性
化
セ
ン
タ
ー
等　

■定
先
着
30
人　

■費

２
、
３
０
０
円　

■持
た
る
等　

■申
同
ク
ラ
ブ

黒
川
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら
農
家

民
宿
に
宿
泊
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日
11
月
23
日
○水
午
前
10
時
～
24
日
○木
（
１
泊

２
日
）　

■場
春
日
神
社
、
王
祇
会
館
、
農
家

民
宿
等　

■定
先
着
20
人　

■内
春
日
神
社
新
嘗

祭
（
黒
川
能
鑑
賞
）、
観
光
ガ
イ
ド
の
歴
史

案
内
等　

■費
７
、
１
０
０
円
（
宿
泊
料〈
３

食
付
き
〉等
、
別
途
黒
川
能
鑑
賞
料
）　

■申
11

月
16
日
○水
ま
で
王
祇
会
館
☎
57
‐
５
３
１
０

ま
た
は
櫛
引
観
光
協
会
☎
57
‐
２
１
１
５
へ
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市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
は
ち
こ
の
皇
子
物
語
」 

２
０
１
６
完
結
編 

神
様
と
友
達
に
な
っ
た
夏
休
み

■日
11
月
20
日
○日
午
後
２
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）　

高
校
生
…

３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い
（
大
人
の
み
）　

八
文
字
屋
エ

ビ
ス
ヤ
店
等　

■問
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
実
行
委
員
会　

産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
11
月
22
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
事
業
の
終
息
と
転

用
・
新
規
事
業
」
梅
原
潤
一
氏
（
ア
ル
プ
ス

電
気
㈱
取
締
役
）　

■申
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９

４
５
３鶴

岡
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
♥　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
11
月
23
日
○水
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分　

■場
マ
リ
カ　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
生
徒
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　

■申
同
校
内
「
シ
ル

ク
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
務
局
☎
25

‐
５
７
２
３
ま
た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内

線
５
２
５
へ

鶴
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
天
主
堂 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
6

■日
11
月
23
日
○水
午
後
２
時　

■場
同
教
会　

■

出
演　

渡
部
啓
三
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

ビ
オ
ラ
奏
者
）、
鶴
岡
室
内
合
奏
団　

■費
大

人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０

０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
・
■問
鶴
岡
楽
器

㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■日
11
月
23
日
○水
正
午　

■内
山
戸
能
…
座
揃
囃

子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
兼
平
」

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
伽
羅
先
代
萩
「
御
殿
の

場
」　

■場
・
■問
山
五
十
川
公
民
館
☎
45
‐
２

９
４
９犯

罪
被
害
者
支
援　
　
　
　

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
６

■日
11
月
24
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
犯
罪
被
害

者
に
よ
る
講
演　

■問
や
ま
が
た
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
３
５
７
１

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
祭

■日
11
月
26
日
○土　

■時
・
■内
午
前
10
時
25
分
～

午
後
０
時
５
分
…
学
年
劇
、
午
後
１
時
40
分

～
３
時
15
分
…
職
業
科
バ
ザ
ー　

■持
内
履
き　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１

チ
ョ
コ
っ
と
婚
活
ス
イ
ー
ト

ト
ー
ク
in
エ
ル
サ
ン

■日
11
月
27
日
○日
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
25
歳
～
40

歳
の
独
身
の
男
女
先
着
各
20
人　

■費
男
性
…

５
、
０
０
０
円　

女
性
…
１
、
０
０
０
円　

■申
出
羽
商
工
会
青
年
部
（
佐
藤
）
☎
64
‐
２

１
３
０鶴

岡
人
権
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
ふ
じ
し
ま 

人
権
啓
発
講
演
会

■日
11
月
30
日
○水
午
後
１
時
45
分　

■場
藤
島
地

区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１
５
０
人

■内「
お
そ
れ
な
い
‐
そ
れ
が
き
み
を
友
を
守

る
」
志
茂
田
景
樹
氏
（
直
木
賞
作
家
）　

■申

藤
島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
４

児
童
読
書
感
想
画
展

■日
12
月
１
日
○木
～
４
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
図
書
館
本
館
☎
25

‐
２
５
２
５

作
業
製
品
等
の
販
売
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー　
　
　

鶴
岡
養
護
学
校
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー

■日
12
月
３
日
○土
午
前
10
時
～
11
時　

■場
・
■問

同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
12
月
の
日
程
〉

■日
12
月
４
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■費
５
０
０

円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■問
社
会
教
育
課

内
「
芸
術
文
化
協
会
」
事
務
局
☎
57
‐
２
０

０
８健

康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
11
月
６
日
○日
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
演
「
認

知
症
を
知
る
」
中
目
千
之
氏
（
中
目
内
科
胃

腸
科
医
院
理
事
長
）、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ア

ド
バ
イ
ス　

■申
11
月
４
日
○金
ま
で
高
齢
者
交

流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
へ

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦　
　

ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ

■日
①
11
月
15
日
○火　

②
18
日
○金　

③
12
月
３

日
○土
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分　

■場

①
に
こ
♥

ふ
る　

②
③
藤
島
地
区
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー　

■対
20
代
～
50
代
の
方
（
①
先
着

30
人　

②
③
先
着
各
15
人
）　

■内
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
ス
マ
ー
ト
イ
ー
ト
の
学
習
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
ス
マ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

の
試
食
等　

■費
各
５
０
０
円　

■申
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
17
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
☎
内
線
３

７
０つ

る
お
か
健
康
塾

■日
11
月
26
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
肺
の
病
気
に
つ
い
て
～
タ
バ
コ
の

影
響
」
河
上
英
則
（
同
院
呼
吸
器
科
医
師
）、

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」
市
保
健
師　

■申

同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡

・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」 

大
山
下
池
ほ
と
り
ウ
ォ
ー
ク 

白
鳥
に
会
い
に
行
こ
う

■日
11
月
27
日
○日
午
前
６
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
下
池
（
白
鳥
観
察
）
→
大

山
公
園
→
上
池
→
同
セ
ン
タ
ー
（
約
６
㎞
）　

■定
90
人　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
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前
６
時
30
分
・
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■持
お
わ
ん
、箸
、

コ
ッ
プ
、
双
眼
鏡
等　

■申
11
月
９
日
○水
～
16

日
○水
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

■他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
市
HP

温
海
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
公
開
講
演
会 

「
在
宅
介
護
と
在
宅
医
療
」

■日
11
月
27
日
○日
午
前
10
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■師
髙
橋
美
香
子
氏
（
鶴
岡
協

立
病
院
副
院
長
）　

■問
温
海
庁
舎
総
務
企
画

課
☎
43
‐
４
６
１
１

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
冬
コ
ー
ス
）

■日
12
月
３
日
～
来
年
３
月
18
日
の
土
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）　

■場
小
真
木
原
総
合
体

育
館　

■対
小
学
３
年
生
以
上
20
人　

■費
中
学

生
以
上
…
７
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
、

０
０
０
円　

■申
12
月
２
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
卓
球
協
会
・
会
長
杯
争
奪

卓
球
大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
12
月
11
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■
チ
ー
ム
構
成　

４
単
１
複
に

よ
る
男
女
別
の
団
体
戦　

■申
同
協
会　

■他
HP

子
育
て
・
子
供
向
け

ま
ん
ま
ル
ー
ム 

11
月
の
講
座

「
ほ
め
方
、
叱
り
方
」

■日
11
月
11
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
保
育
園

長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
ま
つ
り　

■日
11
月
13
日
○日
午

前
９
時
30
分
～
正
午
、午
後
１
時
30
分
～
３

時　

■場
同
館　

■内
午
前
…
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
、
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル　

午
後
…
作
っ

て
あ
そ
ぼ
（
工
作
遊
び
）

▼
子
育
て
勉
強
会　

■日
11
月
17
日
○木
午
前
10

時　

■場
同
館　

■対
子
育
て
中
の
方
、
近
い
将

来
子
育
て
に
携
わ
る
方
、
保
育
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
る
方
等　

■内「
子
育
て
は
〝
ホ
ッ

と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟
で
」
加
藤
真

知
子
氏　

■申
11
月
１
日
○火
～
15
日
○火

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
11

月
20
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
同
館　

■内
乳

幼
児
～
小
学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売　

■他
出
店
者
・
大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集

▼
集
え
将
棋
好
き
！
名
人
に
学
ぼ
う
会　

■日

11
月
26
日
○土
（
練
習
）・
27
日
○日
（
大
会
）

午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
学
生
20
人　

■申

11
月
１
日
○火
～
26
日
○土

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
か
た
ぐ
る

ま
で
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
12
月
11
日
○日

午
後
１
時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る

ま　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
32
人

■内
か
た
ぐ
る
ま
利
用
者
と
パ
ン
を
作
る　

■費

３
０
０
円　

■申
11
月
12
日
○土
～
27
日
○日

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
子
育
て
講
演
会
「
子
育
て
っ
て
大
変
！
み

ん
な
ど
う
し
て
い
る
の
？
」　

■日
11
月
15
日

○火
午
前
10
時　

■対
未
就
学
児
の
保
護
者
や
子

育
て
に
関
心
の
あ
る
方
30
人　

■師
佐
伯
裕
子

氏（
子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

■申
11
月
９
日
○水
ま
で　

■他
託
児
あ
り

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会

員
交
流
会　

■日
11
月
28
日
○月
午
前
10
時　

■対

同
会
員
、
妊
娠
・
子
育
て
中
の
家
族
、
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方　

■内
づ
か
ち
ゃ
ん

の
「
お
家
で
絵
本
タ
イ
ム
」
等

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
へ
ど
う
ぞ
～
子

育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う
～　

■日
12
月
１
日

○木
午
前
10
時　

■対
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先

着
15
人　

■内
座
談
会　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館　

特
別
ゲ
ス
ト

に
よ
る
お
は
な
し
会

■日
11
月
16
日
○水
午
前
11
時　

■内
幼
児
向
け
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
触
れ
合
い
遊
び
等　

■場

・
■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

親
子
人
形
劇
公
演
『
か
ら
す

の
パ
ン
や
さ
ん
』

■日
11
月
19
日
○土
午
前
９
時
30
分
・
10
時
50
分　
　

■対
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
供
と
そ
の
保
護

者
各
回
先
着
50
組　

■場
・
■申
11
月
７
日
○月
か

ら
櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０
へ

暘
光
児
童
館
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験

■日
11
月
19
日
○土
午
後
１
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
20
人　

■申
暘
光
児

童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館

☎
29
‐
０
０
３
１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

忙
し
い
パ
パ
と
マ
マ
へ　
　
　
　
　

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■定
２
５
０
人　

■内「
こ
れ
だ
け

は
知
っ
て
お
き
た
い
『
子
育
て
で
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
』」
明
橋
大
二
氏
（
心
療
内
科

医
）　

■申
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３

７
３　

■他
託
児
あ
り
（
先
着
20
人
）

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
25
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
27
年
12
月
～
28
年
２
月
生
ま

れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離

乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養

士
に
よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
甘
く
な

い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お

出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
11
月
18
日
○金
ま
で

健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

施
設
の
催
し
等

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校
　
■日
11
月
５
日
○土
、

12
月
３
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館

▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■日
11
月
12
日
○土
午

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
同
館　

■定
先

着
20
人　

■内
そ
ば
打
ち　

■費
５
０
０
円

▼
村
芝
居
が
や
っ
て
く
る
「
夢
一
座
」　

■日

11
月
20
日
○日　

■時
・
■費
午
前
10
時
30
分
～
午

後
１
時
…
１
、
０
０
０
円　

午
後
２
時
…
５
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０
０
円　

■場
同
館　

■定
各
回
先
着
50
人　
　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
紅
葉
を
さ
が
し
て
」

（
５
㎞
）　
■日
11
月
26
日
○土
午
前
10
時
（
い
で

は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■場
羽
黒
山
麓
の
林

▼
共
通　

■申
創
造
の
森
交
流
館
☎
62
‐
２
６

５
５自

然
学
習
交
流
館「
ほ
と
り
あ
」

▼
自
然
観
察
会　

▽
紅
葉
の
高
館
山
ハ
イ
ク　

■日
11
月
５
日
○土
午
前
10
時　

■師
中
里
慶
三
氏　
　

■費
３
０
０
円　

▽
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら

入
り
観
察
会　

■日
11
月
５
日
○土
午
後
３
時
30

分　

■師
太
田
威
氏　

■費
３
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

▽
や
き
芋
づ
く
り
と

薪
割
り
体
験　

■日
11
月
12
日
○土
午
前
10
時

■定
15
人　

■費
２
０
０
円　

■申
11
月
10
日
○木
ま

で　

▽
渡
り
鳥
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
エ
コ

バ
ッ
グ
づ
く
り　

■日
11
月
26
日
○土
午
前
10
時
、

午
後
２
時　

■定
各
回
15
人　

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
24
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
発
見
!!
絵
本
か
ら
見

る
自
然
の
魅
力
」　

■日
11
月
12
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■定
30
人　

■師
本
間
俊
美
氏
（
こ
の

本
だ
い
す
き
の
会
庄
内
支
部
）　

■費
５
０
０

円　

■持
カ
ッ
プ　

■申
11
月
10
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

中
央
公
民
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
一
般
公
開　

■日
11
月
５
日
○土
・
12
日
○土 

■時
・
■内
午
前
11
時
…『
た
い
よ
う
く
ん
と
お

つ
き
ち
ゃ
ん
』　

午
後
１
時
30
分
…『
ワ
ン
ピ

ー
ス　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』　　

▼
星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ク
リ

ス
マ
ス
公
開
（
子
供
向
け
）　

■日
12
月
４
日

○日
・
10
日
○土
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時

30
分
・
３
時　

■内『
キ
ラ
キ
ラ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
』

▼
共
通　

■定
各
回
先
着
78
人　

■内
星
座
解
説　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４

０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
▽
健
康
相
談
…
11
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

12
月
１
日
・
８
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分　

▽
C
D
寄
席
…
11
月
17
日
○木
、
12
月
１
日

○木
午
後
１
時　

▽
将
棋
大
会
…
12
月
７
日
○水

午
前
９
時
（
■費
５
０
０
円　

■申
12
月
１
日
○水

ま
で
）　

▽
囲
碁
大
会
…
12
月
14
日
○水
午
前

９
時
（
■費
２
、
０
０
０
円
〈
大
会
の
み
は
７

０
０
円
〉　

■申
12
月
８
日
○木
ま
で
）　

■場
・
■申

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
冬
の
里
山
を
歩
く　

■日
11
月
12
日
○土
午

前
８
時
～
午
後
３
時
（
小
真
木
原
公
園
中
央

駐
車
場
集
合
）　

■場
油
戸
→
荒
倉
神
社
→
由

良　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０

円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
11

月
10
日
○木
ま
で

▼「
ぶ
ら
っ
と
」観
察
会　

■日
11
月
20
日
○日
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■内
冬
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
の
観
察　

■費
２
０
０
円（
子
供
無
料
）　

■持
携
帯
食
、
双

眼
鏡（
貸
出
し
あ
り
）　

■申
11
月
17
日
○木
ま
で

▼
自
然
素
材
で
遊
ぼ
う　

■日
11
月
27
日
○日
午

前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人

■内
ア
ケ
ビ
・
山
ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
使
っ
た
ネ

イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
作
り　

■費
７
０
０
円

（
子
供
無
料
）　

■申
11
月
26
日
○土
ま
で

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■日
12
月
11
日
○日
午

前
10
時
～
午
後
１
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定

先
着
20
人　

■内
そ
ば
打
ち　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■申
12
月
７

日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■日
11
月
20
日
○日
午
前
10
時

▼
せ
か
い
の
台
所　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
～

ア
ル
デ
ィ
ア
ナ
さ
ん
の
台
所　

■日
12
月
18
日

○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
15
人　

■費
１
、

５
０
０
円　

■申
11
月
６
日
○日
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

講
座
・
講
習
会

い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業
採
択
事
業 

お
も
て
な
し
英
単
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
11
月
15
日
・
29
日
、
12
月
６
日
、
来
年
１

月
24
日
、
３
月
７
日
の
火
曜
日
午
後
２
時

（
11
月
15
日
は
午
後
７
時
）　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■対
鶴
岡
の
食
文
化
と
英
会
話
に
興
味

の
あ
る
方　

■内
食
文
化
を
紹
介
す
る
た
め
に

必
要
な
英
単
語
や
英
会
話
等
を
学
ぶ　

■費
各

５
０
０
円
（
初
回
無
料
）　

■申
英
語
で
話
そ

う
、
鶴
岡
の
食
文
化
事
務
局

乙
種
防
火
管
理
講
習
会

■日
11
月
15
日
○火　

■場
・
■申
11
月
８
日
○火
ま
で

消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ　

■他

HP
。
防
火
管
理
届
出
サ
ポ
ー
ト
も
開
催

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼「
機
械
保
全
」
技
能
検
定
準
備
講
座
（
全

3
回
）　

■日
11
月
18
日
○金
・
19
日
○土
・
26
日

○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
25

人　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
入
門
！
決
算
書
の
読
み
方
使
い
方　

■日
11

月
19
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
15
人　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

■日

11
月
29
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

ア
グ
リ
21
農
業
簿
記
パ
ソ
コ
ン
講
座 

青
申
65
万
円
控
除
講
習
会（
全
４
回
）

■日
11
月
18
日
○金
・
25
日
○金
、
12
月
16
日
○金
・

20
日
○火
午
後
７
時　

■定
５
人　

■費
８
、
０
０

０
円　

■場
・
■申
11
月
10
日
○木
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
農
業
支
援
室
☎
29
‐

０
４
５
５
へ

中
央
公
民
館

▼
手
作
り
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
よ
！　

■日
11
月
26
日
○土
・
28
日
○月
～
30
日
○水
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分　

■定
10
人　

■師
庄
内
木

版
画
会　

■費
６
５
０
円　

■申
11
月
４
日
○金
～

18
日
○金

▼
市
民
講
座
〈
歴
史
編
〉「
今
、
甦
る
加
茂

古
道
」（
全
２
回
）　

■日
11
月
25
日
○金
、
12
月

９
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
升
川
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繁
敏
氏
（
地
域
史
研
究
家
）　

■費
1
、
０
０

０
円　

■申
11
月
４
日
○金
～
22
日
○火

▼
共
通　

■場
・
■申
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０

５
０中

央
公
民
館　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
短
期
講
座

▼
来
年
の
手
帳
と
ノ
ー
ト
カ
バ
ー
を
手
作
り

で
！
（
全
3
回
）　

■日
11
月
30
日
○水
、
12
月

７
日
○水
・
14
日
○水
午
後
７
時　

■定
先
着
８
人　

■師
丸
山
俊
男
氏
（
ア
ー
ト
写
真
印
刷
）　

■費

２
、
５
０
０
円

▼
作
っ
て
飾
っ
て
！
大
人
カ
ラ
ー
の
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス　

■日
12
月
１
日
○木
午
後
１
時
30

分　

■定
先
着
15
人　

■師
長
堀
み
さ
子
氏
（
う

さ
ぎ
の
尾
っ
ぽ
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
は
じ
め
て
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
座　

■日
12
月

５
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
16
人　

■師

㈱
丸
東　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
旬
を
味
わ
う
イ
タ
リ
ア
ン　

冬　

■日
12
月

７
日
○水
午
前
10
時　

■定
先
着
16
人　

■師
伊
藤

浩
二
氏
（
ラ
ボ
・
ア
マ
ー
ノ
講
師
）　

■費
１
、

５
０
０
円

▼
男
性
料
理
教
室　

■日
12
月
13
日
○火
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

■対
男
性
先
着
16
人　

■師
阿

部
幸
雄
氏
（
庄
内
浜
文
化
伝
道
師
）　

■費
１
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
11
月
８
日
○火

～
25
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
講
座

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
ケ
ー
キ
型
の
小
物
入
れ（
全
３
回
）

■日
12
月
７
日
○水
・
14
日
○水
・
21
日
○水
午
後
１

時
30
分　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
布
川

美
與
子
氏
（
遊
工
房
）　

■費
３
、
２
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
４
日
○金
～
30
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
14
日
○土　

■場
酒
田
光
陵
高
校

■申
電
子
申
請
…
11
月
25
日
○金
午
前
９
時
～
12

月
５
日
○月
午
後
５
時　

書
面
申
請
…
11
月
28

日
○月
～
12
月
８
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　

■他
HP

相
談
・
そ
の
他

妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談
窓
口

■日
12
月
28
日
○水
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

■対
労
働
者
、
事
業
主
等　

■場

・
■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
（
山

形
市
）
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８

生
活
・
住
ま
い
・
就
職
活
動
の
悩
み
は　

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
出
張
相
談
会
」

■日
11
月
９
日
、
12
月
14
日
、
来
年
１
月
11
日
、

２
月
８
日
、
３
月
８
日
の
水
曜
日
午
後
１
時

～
４
時　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡　

■問
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
８
６
７

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

空
き
家
相
談
会

■日
11
月
12
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
２
ま

た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン

ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

家
族
・
職
場
問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

■日
11
月
16
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３遺

産
相
続
、成
年
後
見
、多
重
債
務
等
は　

司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
18
日
○金
午
後
６
時
～
８
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■問
同

会
加
藤
吉
晴
事
務
所
☎
23
‐
２
６
７
４

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

　

市
が
認
定
し
た
仲
人
「
つ
る
お
か
婚
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
が
結
婚
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
19
日
○土
午
後
６
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
先
着
20
人

（
親
子
や
友
達
同
士
の
参
加
も
可
）　

■申
11
月

10
日
○木
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お

か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８

７
へ勤

労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
25
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
11
月
24
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

い
ぶ
に
ん
ぐ
創
業
相
談
会

■日
11
月
28
日
○月
午
後
６
時
～
９
時　

■対
創
業

を
考
え
て
い
る
ま
た
は
創
業
間
も
な
い
方
６

人　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
２
０
０

仕
事
と
治
療
の
両
立
で
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
の
就
労
相
談
会

　

社
会
保
険
労
務
士
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
要
予
約
。

■日
12
月
３
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■場

荘
内
病
院　

■対
就
労
世
代
の
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子

供
の
虐
待
、
相
続
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭
等
の
公
害
、
土
地

の
境
界
問
題
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
櫛
引
地
域　

■日
12
月
６
日
○火
午
後
１
時
～

４
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■問
櫛
引
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
内
線
２
３
８

▼
温
海
地
域　

■日
12
月
６
日
○火
午
後
１
時
～

４
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温

海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
２
２

▼
朝
日
地
域　

■日
12
月
８
日
○木
午
後
１
時
～

４
時　

■場
す
ま
い
る　

■問
朝
日
庁
舎
市
民
福

祉
課
☎
内
線
３
２
０

▼
鶴
岡
地
域　

■日
12
月
９
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

■場
・
■問
山
形
法
務
局
鶴
岡
支
局

☎
22
‐
１
０
０
３

▼
藤
島
地
域　

■日
12
月
９
日
○金
午
後
１
時
～

４
時　

■場
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
藤

島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
９
日
○金
午
後
１
時
～

４
時　

■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■問
羽

黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６
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調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す 

家
計
調
査
の
実
施

■
実
施
地
区　

市
内
道
田
町
20
番
～
32
番
、

大
西
町
42
番　

■
調
査
期
間　

準
備
調
査
…

11
月　

本
調
査
…
来
年
１
月
か
ら
１
年
間

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
１
８
７

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

国
民
及
び
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
実
施

■
調
査
地
区　

市
内
の
12
地
区
（
無
作
為
抽

出
）　

■
調
査
時
期　

11
月　

■内
栄
養
摂
取

状
況
・
生
活
習
慣
・
身
体
状
況
・
健
康
と
生

活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査　

■問
庄

内
保
健
所
保
健
企
画
課
☎
66
‐
４
９
３
２

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
を

１
人
２
枚
ま
で
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
11
月
20
日
○日　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方　

■申
11
月
14
日
○月
午
前
９

時
に
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
へ　

■問
同

課
☎
57
‐
４
８
６
７　

■他
10
枚
限
定

２
０
１
７
年
版
や
ま
が
た
県

民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

■内
山
形
県
の
概
要
や
統
計
資
料
、
生
活
資
料

や
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
を
掲
載　

■費
６
０
０
円　

■
取
扱
い　

本
所
地
下
売
店
、

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
書
店
等　

■問
山
形
県
統
計
協
会

☎
０
２
３
‐
６
２
３
‐
３
１
３
１　

鶴
岡
市
・
あ
さ
ひ
エ
リ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
１
７
年
版  

予
約
受
付
中

■内
懐
か
し
い
日
々
の
写
真
を
方
言
を
交
え
て

紹
介
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー　

■費
８
２
０
円
（
別

途
送
料
）　

■申
11
月
30
日
○水
ま
で
あ
さ
ひ
む

ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
28
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

■日
11
月
10
日
○木
・
11
日
○金
午
前
10

時
、
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対

給
与
事
務
担
当
者
等　

■内
給
与
支
払
報
告
書

の
記
載
方
法
（
12
月
開
催
の
個
人
事
業
者
青

色
決
算
説
明
会
で
も
説
明
し
ま
す
）

▼
所
得
税
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）
の
納
期

限
は
11
月
30
日
○水
で
す　

所
得
税
に
は
前
年

分
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
金
額
を

本
年
分
の
所
得
税
と
し
て
分
割
納
付
す
る

「
予
定
納
税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
）。
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
便
利

で
す　

自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
請
求
を
し

た
場
合
、
書
面
で
の
請
求
と
比
べ
、
短
時
間

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料
も
安
く

な
り
ま
す
。

▼
国
税
に
関
す
る
相
談
や
質
問
は
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

鶴
岡

税
務
署
で
は
電
話
で
の
ご
質
問
や
ご
相
談
に

つ
い
て
自
動
音
声
案
内
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ご
用
件
に
応
じ
て
次
の
番
号
を
選
択
（
プ
ッ

シ
ュ
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
１
番
…
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
等

（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぎ
ま
す
）　

▽

２
番
…
税
務
署
か
ら
の
照
会
等
に
対
す
る
問

合
せ
、
税
金
の
納
付
等
（
同
署
に
つ
な
ぎ
ま

す
。
面
接
に
よ
る
相
談
を
希
望
の
場
合
は
相

談
日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
け
が
や
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
、
各

地
域
庁
舎
産
業
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環

境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

開
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
11
月
23
日

○水
は
開
館
し
、
24
日
○木
は
休
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課
☎

57
‐
４
８
６
８

来
年
３
月
・
４
月
入
隊　
　
　
　
　
　

自
衛
官
等
採
用
試
験

■
募
集
種
目　

自
衛
隊
候
補
生
（
男
子
）

■
試
験
日
・
会
場　

11
月
27
日
○日
・
陸
上
自

衛
隊
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■対
27
歳
未

満
の
男
性　

■
受
付
期
間　

11
月
18
日
○金
ま

で　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出

張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

　4

スワンスケートリンクがオ
ープンします

■日11月５日○土 ～来年３月26日○日 （１月１日○日
は休館）　
■時月曜・水曜・金曜日…正午～午後９時　火曜・
木曜日…正午～午後７時　土曜・日曜日、祝日、
年末年始（12月25日○日 ～来年１月７日○土 ）…
午前10時～午後６時　
■費大人520円、高校生320円、小・中学生210
円（土曜・日曜日は無料）　
■持スケート靴（貸靴〈320円〉あり）、手袋　
■問酒田市スポーツ振興課☎0234‐43‐6658
またはスワンスケートリンク☎0234‐23‐34
37へ
■他11月５日○土 ・６日○日 、来年３月25日○土 ・26
日○日 は無料開放

町民音楽会

■日11月６日○日 午前10時30分
■場いろり火の里なの花ホール
■内三川中学校吹奏楽部の演奏、町内各小学校の
合唱・合奏、各種団体の演奏・コーラスほか
■問三川町公民館☎66‐4403
■他みかわ秋祭り特別公演開催（午後２時15分）

おもしろ自然塾「金俣の新
そばで、そば打ち体験」

■日11月19日○土 午前10時～午後１時
■定先着20人
■費1,500円
■持エプロン、タオル、持ち帰り容器
■場・■申11月14日○月 までしらい自然館内「鳥海
山おもしろ自然塾推進協議会」事務局☎0234
‐72‐2069へ

第10回記念大会 あなたが選ぶ日本一
おいしい米コンテスト決勝大会

■日11月26日○土 午前10時～午後４時
■場ＪＡ庄内たがわ新余目支所
■内決勝に進出した米や郷土料理の試食等
■問庄内町農林課内「同コンテスト実行委員会」
事務局☎0234‐42‐0169

広域情報掲示板ぐるぐる庄内　

●遊佐町

●庄内町

●酒田市

●三川町
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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　チームの設立は昭和49年４月。今年で42年目を
迎えました。仕事や家事、育児に追われる20歳台～
50歳台のメンバーが多く、時間をやりくりしながら
週２回程の練習を行っています。
　全国大会に出場できるのは、過去に選手として出
場していない人のみのため、今のメンバーでこの大
会に出られるのは最初で最後。悔いを残さないよう
にと強い気持ちで臨んだ本番では、自分たちの力を
思う存分発揮し、ラリーが続く試合になっても競り
勝つことができました。また、選手以外のメンバー
のサポート、そして何より選手の家族の理解と協力
があったからこそ結果につながったと思います。

　ママさんバレーは生涯スポーツの先駆けと言われ
ています。参加資格が50歳以上の「いそじ大会」、
60歳以上の「ことぶき大会」、70歳以上の「おふく
大会」と、年を重ねても元気に大会に参加するママ
たちがたくさんいます。ママの元気は明るい家庭の
源。それが周りに広がって、より明るい地域になれ
ばうれしいですね。
　ふだんはそれぞれ忙しい生活を送っているメンバ
ーたちですが、共通点は皆バレーが大好きなこと。

「やっぱりバレーが好きなんだよね！」が合言葉です。
これからも、仕事や家事、育児と両立しながら、元
気に楽しんでいきたいですね。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

ママたち輝いてます！ ヴァイオレッツ藤島（藤島）

　ママさんバレーボールチーム「ヴァイオレッツ
藤島」は、８月４日～７日に福島市で開かれた「第
47回全国ママさんバレーボール大会」に山形県
代表として出場。14年ぶり３回目の出場となった
今大会で、見事ブロック準優勝に輝きました。お
話してくれたのは監督の伊藤治美さんです。
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

今月の各種相談窓口開設日　11/4 ～ 12/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火 14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 25日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 15日○火 13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

朝日庁舎総務企画課☎内線410 22日○火 13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 24日○木 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 17日○木 14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土 ９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　11/4 ～ 12/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
11．9○水 ９：00 ～11：00 髙島産業㈱庄内工場

〃 13：00 ～15：30 山形日産自動車販売㈱
12○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00 　　　     〃　　　　
21○月 ９：00 ～11：30 消防本部
25○金 ９：30 ～11：30 にこ♥ふる

〃 13：00 ～15：30           〃
29○火 ９：30 ～11：30 市役所藤島庁舎

〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,468人
　　 （男：62,217人、女：68,251人）

　世帯数：48,629世帯
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隔月連載

Vol.1　改築工事・現場見学会レポート

新しい文化会館の建設の進捗や開館に向けた取り組みを紹介します。

　来年８月末の竣
しゅん

工に向け、順調
に工事が進む文化会館。工事の状
況を直接見て知る機会として春と
秋に現場見学会が行われ、市内外
から多くの方が参加しています。
　10月15日に開催された第３回
の見学会には、137人が参加しま
した。工事の概要や建築工法の説
明を受けた後、早速現場へ移動。
柔らかく重なる形状の屋根やホー
ルの外壁、また舞台や通路などの
館内部を見学しました。参加者か
らは「建物の最高の高さが29.565
メートルとかなり高くて驚いた。
迫力があった」「立派な建物にな
ると思います。完成したらきっと

多くの方が足を運んでくれるだろ
うと感じました」等の感想が寄せ
られました。
　壁や床などのコンクリート工事
はほぼ完了し、年内に屋根が完成
する予定です。年明けからは内装
工事や電気・空調・舞台関連の設
備工事が本格化し、来春には、鶴
岡の風景と調和するよう設計され
た外観の全貌が現れます。来秋以
降、竣工記念式典や内覧会、小・
中学生の合同音楽会、避難訓練を
兼ねたコンサート、初の全市対象
の成人式、試験供用等を行い、平
成30年３月のグランドオープン
に向け万全の準備をしていきます。

ホール脇通路を通りながら館内を探索 鶴岡アートフォーラム側から望む文化会館

10月11日撮影

■問合せ／社会教育課芸術文化係☎57‐2139

音響を重視した客席形状（席数1,135席）

姿を現してきた外装

旧文化会館より広くなった舞台と舞台袖

文 化 会 館
支える

高める
育てる

んなみん のな


